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地域別最低賃金改正
手続きの流れ

中央最低賃金審議会
【目安審議】

諮　問（厚生労働大臣）

目安の伝達

調査審議

目安答申

地方最低賃金審議会
【地域別最低賃金審議】

諮　問（労働局長）

答　申

異議申出に係る調査審議

決定・決定の公示

発　効

調査審議
•意見書提出の公示
•意見陳述
【専門部会】

•改定金額審議

「
最
賃
１
５
０
０
円
を
め
ざ
し
て
」②

「
最
賃
１
５
０
０
円
を
め
ざ
し
て
」②

シ
リ
ー
ズ
特
集

　

最
低
賃
金
は
、
毎
年
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
で
改
定
の
目
安
が
出
さ
れ
、
そ

の
目
安
を
も
と
に
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が
改

定
額
を
答
申
し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
決
定
し
ま
す
。
今
回
は
、
最
低
賃
金

決
定
の
流
れ
と
最
低
賃
金
審
議
会
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

最
低
賃
金
決
定
の
流
れ

　

最
低
賃
金
決
定
の
大
ま

か
な
流
れ
は
、
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
で
厚
生
労
働

大
臣
の
諮
問
を
受
け
、「
目

安
に
関
す
る
小
委
員
会
」

で
審
議
し
て
A
〜
D
の
ラ

ン
ク
ご
と
に
改
定
の
目
安

額
を
答
申
し
ま
す
。
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、

労
働
局
長
の
諮
問
を
受
け
、

目
安
額
を
も
と
に
改
定
審

議
を
進
め
ま
す
。
審
議
の

過
程
で
は
改
定
に
関
す
る

意
見
書
の
募
集
、
労
使
同

数
の
陳
述
人
に
よ
る
意
見

陳
述
、
答
申
要
旨
に
対
す

る
異
議
申
し
出
の
受
付
及

び
そ
の
調
査
審
議
を
経
て

労
働
局
長
に
答
申
し
、
労

働
局
長
が
決
定
し
ま
す
。

委
員
任
命
の
問
題
点

　

最
低
賃
金
審
議
会
の
委

員
は
、
公
益
代
表
（
大

学
教
授
や
弁
護
士
な
ど
）、

労
働
者
代
表
、
使
用
者
代

表
そ
れ
ぞ
れ
同
数
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は

2
年
に
1
度
改
選
さ
れ
、

公
募
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

す
。
定
数
以
上
の
推
薦
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
中
央

は
厚
労
大
臣
が
、
地
方
は

各
労
働
局
長
が
任
命
し
ま

す
が
、
全
国
の
労
働
者
代

表
は
す
べ
て
「
連
合
」
推

薦
の
委
員
が
独
占
し
て
い

ま
す
。
福
岡
県
労
連
で
も

毎
年
複
数
の
委
員
を
推
薦

し
て
い
ま
す
が
、
一
度
も

任
命
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、

任
命
基
準
も
明
確
に
さ
れ

て
お
ら
ず
、「
総
合
的
な

判
断
」
と
す
る
不
公
正
な

任
命
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
低
賃
金

に
直
接
影
響
を
受
け
る
非

正
規
労
働
者
や
若
者
の
代

表
が
委
員
に
入
っ
て
い
な

い
こ
と
も
問
題
だ
と
言
え

ま
す
。

審
議
会
運
営
の
問
題
点

　

最
低
賃
金
審
議
会
は

「
原
則
公
開
」
と
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
的
に
非
公
開
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
改
定

額
の
審
議
を
行
う
「
専
門

部
会
」
は
、
す
べ
て
公
開

と
さ
れ
て
い
る
鳥
取
県
以

外
は
す
べ
て
非
公
開
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
ど

の
よ
う
な
審
議
経
過
で
改

定
額
が
決
め
ら
れ
た
の
か

全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
審
議
会
で
の
意
見
陳

述
も
労
働
者
代
表
、
使
用

者
代
表
が
推
薦
し
た
陳
述

人
に
限
定
し
て
い
る
審
議

会
と
意
見
陳
述
を
求
め
る

も
の
す
べ
て
に
陳
述
さ
せ

る
審
議
会
が
あ
り
ま
す
。

福
岡
県
で
も
「
専
門
部

会
」
は
非
公
開
、
意
見
陳

述
も
推
薦
さ
れ
た
陳
述
人

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
労
連
と
そ
の
加

盟
組
織
で
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
変
え
る
た
め
に
、

審
議
会
委
員
の
公
正
任
命

の
要
請
・
不
公
正
任
命
へ

の
抗
議
、
最
賃
１
０
０
０

円
以
上
を
求
め
る
意
見

書
・
署
名
の
提
出
、
意
見

陳
述
の
申
し
入
れ
、
答
申

に
対
す
る
異
議
申
し
立
て

な
ど
に
毎
年
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

秋の闘い秋の闘い
@@福岡福岡

　九州建設アスベスト 1陣訴訟の高裁判
決（山之内紀行裁判長）が11月11日に言い
渡されました。国の責任に加え、企業責任、
一人親方への賠償を認め認めました。建設
アスベスト訴訟の解決をこれ以上引き延ば
すことは許されず、国と建材メーカーは、
直ちに全面解決を決断し、すべての建設ア
スベスト被害者の救済のために「建設作業
従事者にかかる石綿被害者
補償基金制度」の創設に着
手すべきです。

　組織拡大総がかりの取り組みとして建交労ト
ラック部会は、11月12日（火）九州自動車道・
基山PAでトラックドライバーを対象とした「健
康チェック」「アンケート調査」「宣伝行動」を、
建交労・自交総連・佐賀県労連・佐賀医療生協
労組・福岡地区労連などから合計24名の参加
で取り組みました。この取り組みには、15人
のドライバーが健康チェックを受け、働き方ア
ンケートは35枚を回収。また、宣伝ティッシュ
400、建交労の名前が入ったボールペン200本
を配布しました。

　全日本年金者組合は、11月21日に博
多区冷泉公園で「年金一揆」を行いまし
た。100名の組合員が集まり、年金引き
下げ違憲訴訟の勝利と最低保障年金制度
の創設を誓い合いました。集会の後、天
神までデモ行進を行い、沿道の人々に訴
えました。

アクロス天神前で
「雄叫び」を挙げる動画 ▼

kyodo News動画 ▼

　生活保護基準引き下げ、年金引き下げの二
つの違憲訴訟を支援する福岡の会（いかんよ
貧困・福岡の会）は、11月10日福岡市内で第 5
回総会を開催しました。総会は、井下共同代表
のあいさつの後、下関市立大学の関野先生の記
念講演が行われました。続く25日には、年金
切り下げ違憲訴訟の証人尋問がおこなわれ、1
日かけて 8人の尋問が行われました。年金裁
判は、いよいよ 2月 10日結審・春に判決が決
定しました。

地裁判決覆し、福岡高裁で全面勝訴判決

九州自動車道基山ＰＡで
 組織拡大行動 ―建交労

「年金一揆」で雄叫び、ダー！ いよいよ2月10日14時結審
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今、君たちは幸せかい？
－新時代を生きる私たちのために

今、寅さんがスクリーンによみがえります。
シリーズ開始から50年目の50作目。
「男はつらいよ」待望の新作です。

販売価格 1,200円
数に限りがあります。お早めに。

今後の日程  12/13（金）県議会会派要請・国保問題　12/15（日）わくわく講座④　12/16（月）県労連幹事会④　12/20（金）ディーセントワーク宣伝,非正規労組連絡会役員会　12/24（火）県社保協国保部会

◆安倍首相の在籍日数が歴代最長に。「アベノミクス」
で大企業、富裕層は大儲け。「戦争法」、武器の爆買い、
貿易協定でトランプ大統領のご機嫌取り。「モリ・カ
ケ」、「桜を見る会」など国民の血税を使って「お友達」
を「お ･も ･ て ･ な ･ し」。国民に知られると都合の

悪い文書は「改ざん・廃棄」で「記録がない」と押し通す。国民には分
からないように裏でコソコソ「おもて（表）なし」。そろそろ「お後（野
党連合）がよろしいようで」と安倍内閣の幕引きを。 （い）

後
集
記

編

この本
おすすめ

取り扱い／092-414-1407（永冨）

男はつらいよ　お帰り 寅さん

©2019 松竹株式会社

12月27日（金）全国ロードショー

安心・親切・迅速の事故対応

充実、安心の補償内容
●被害者救済のために、対人賠償も対物賠償も無制限に
●本人や同乗者の補償のために、人身傷害共済に
●自分の車の補償のために、車両共済に

自動車共済

自動車共済は損保・他共済から無事故歴を継承できます。
等級別割引・割増継承が可能です。全労連として団体割引も受けられます。

●電話一本で全国どこでも24時間事故受け付け
●専門職員による相手方との示談交渉や、加入者への連絡は
　丁寧、迅速におこない、安心の事故対応です。
●しかも訴訟対応は顧問弁護士がいてさらに安心

事故の時、丁寧、迅速、
安心の示談代行

共済だから割安な掛金、無事故歴も継承

見積依頼で
〈QUOカード〉

プレゼント！
さらに契約で

1,000円分
1,000円分

問い合せ先／県労連 ☎092－433－1833

前売り券のご案内

「
人
口
減
少
社
会
」

「
人
口
減
少
社
会
」

 

と
は
何
か

と
は
何
か

と
は
何
か

 

―― 

人
口
減
少
を
考
え
る

人
口
減
少
を
考
え
る
1212
章章 

――

著
者
／
友
寄
英
隆

著
者
／
友
寄
英
隆

発
行
所　

学
習
の
友
社　
　

定
価　

１
６
０
０
円

発
行
所　

学
習
の
友
社　
　

定
価　

１
６
０
０
円++

税税

１
５
年
・
３
７
８
７
万
人

だ
そ
う
だ
。
２
０
１
５
年

の
国
勢
調
査
で
初
め
て
日

本
の
総
人
口
が
減
少
し
た

が
、
政
府
は
、
人
口
減
を

一
つ
の
口
実
に
し
て
、
年

金
を
削
減
し
た
り
、
消
費

税
の
大
増
税
を
し
た
り
し

て
い
る
。
本
書
は
、
学
問

体
系
で
な
い
人
口
問
題
の

入
門
書
と
し
て
興
味
が
尽

き
ま
せ
ん
。

（
か
け
た
に
は
じ
め
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
が
２
０
１
７

年
4
月
に
発
表
し
た
「
将

来
推
計
人
口
」
で
は
、
日

本
の
総
人
口
は
２
０
６

５
年
・
８
８
０
８
万
人
、

最
も
厳
し
い
仮
定
で
２
１

最
優
秀
賞
◆
ノ
ル
マ
や
れ　

う
る
せ
〜
だ
ま
れ　

帰
ら
せ
ろ　

２　
　

位
◆
金
が
好
き　

が
っ
ぽ
り
が
っ
ぽ
り　

稼
ぐ
ん
だ

２　
　

位
◆
改
革
は　

さ
せ
ら
れ
る
で
な
く　

起
こ
す
も
の

２　
　

位
◆
一
人
な
ら　

で
き
な
い
こ
と
も　

団
結
で

　

秋
晴
れ
の
11
月
7
日
、
19
秋
季
年
末
闘
争
最
大
の
決
起
の
場
と
し
て
、
11
・
７

中
央
行
動
が
東
京
・
霞
が
関
周
辺
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
行
動
に
は
、
全
労
連
・

国
民
春
闘
共
闘
に
結
集
す
る
公
務
・
民
間
の
労
働
組
合
か
ら
全
体
で
１
５
０
０
人

が
参
加
し
、
力
強
く
要
求
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

第11回定期総会＆2019年平和友好祭

交流通して交流通して
「働き方」を考える「働き方」を考える

平
和
友
好
祭
２
０
１
９　

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

福岡県労連青年部

賃金・労働条件改善、全国一律最賃実現、労働法制改悪反対など掲げ

★福岡地区
と き 1月7日（火）８時から
場 所  ＪＲ博多駅博多口で

★北九州地区
と き 1月9日（木）７時から
場 所 ＪＲ西小倉駅、戸畑駅、黒崎駅、門司駅

★県労連
と き 1月9日（木）18時 30分から
会 場 WITH THE STYLE FUKUOKA
　　　　博多区博多駅南１丁目９－ 18
会 費 5,500円 

★北九州地区労連
と き 1月10日（金）18時 30分から
会 場  小倉リーセントホテル
　　　　小倉北区大門１－１－ 17
会 費 5,000円 

★福岡地区労連
と き 1月25日（土）18時 30分から
会 場  リファレンス大博多
　　　　 博多区博多駅前２丁目 20－１  大博多ビル
会 費 4,000円 

新春宣伝行動

新春旗びらき

11
月
10
日
（
日
）
福
岡

県
労
連
大
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
、
の
べ
24
名
が
参

加
し
ま
し
た
。今
年
は「
働

き
方
」
を
テ
ー
マ
に
交
流

に
重
点
を
置
い
た
催
し
と

な
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
定
期
総
会
で
は
、

11
時
か
ら
公
務
の
仲
間

が
総
結
集
し
た
財
務
省
前

行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
正

午
か
ら
は
、
働
く
者
す
べ

て
の
賃
金
・
労
働
条
件
に

直
結
す
る
最
低
賃
金
と
労

働
法
制
つ
い
て
、
公
務
・

民
間
が
共
同
し
て
厚
労
省

に
要
求
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
に
移
動
し
、

秋
年
闘
争
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
小
田
川
全

労
連
議
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
日
本
共
産
党
の
伊

藤
岳
参
院
議
員
が
連
帯
あ

い
さ
つ
。
さ
ら
に
野
村
事

務
局
長
が
19
秋
季
年
末
闘

争
の
諸
課
題
に
つ
い
て
情

勢
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

各
分
野
か
ら
の
決
意
表

明
で
は
、
自
交
総
連
福
岡

か
ら
内
田
書
記
長
が
「
白

タ
ク
合
法
化
の
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
解
禁
反
対
」
を
訴

え
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は

日
比
谷
野
音
を
出
発
し

て
、
国
会
請
願
デ
モ
行
進

を
行
い
、
諸
要
求
実
現
を

ア
ピ
ー
ル
。
国
会
前
で
の

請
願
行
動
後
に
、「
全
国

一
律
最
賃
制
の
実
現
を
め

ざ
す
全
国
最
賃
ア
ク
シ
ョ

事
前
の
幹
事
会
で
の
周
知

も
あ
り
、
各
組
織
で
準
備

し
た
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

充
実
の
単
産
紹
介
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
平
和
友
好

祭
で
は
、
は
じ
め
に
福
岡

南
法
律
事
務
所
の
國
嶋
洋

伸
弁
護
士
か
ら
「
労
働
法

の
成
り
立
ち
」
と
題
し
た

学
習
講
演
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
の
後
、
國

嶋
弁
護
士
が
用
意
し
た
3

つ
事
例
に
沿
っ
て
、
そ
の

解
決
策
を
討
論
し
合
う
グ

ル
ー
プ
討
論
を
お
こ
な
い
、

ま
と
め
を
全
体
で
交
流
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
私
の
働
き

方
」
と
題
し
た
川
柳
コ
ン

テ
ス
ト
を
お
こ
な
い
、
応

募
全
37
句
か
ら
投
票
で
優

秀
句
を
表
彰
。
豪
華
景
品

も
つ
い
て
お
お
い
に
盛
り

上
が
り
、
青
年
た
ち
の
つ

な
が
り
深
ま
る
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

ン
プ
ラ
ン
意
思
統
一
集

会
」「
安
倍
政
権
に
も
の

申
す
！
」
官
邸
前
要
求
行

動
、「
許
す
な
教
員
へ
の

1
年
単
位
の
変
形
労
働
制

導
入
」
国
会
議
員
要
請
行

動
及
び
意
思
統
一
集
会
の

３
つ
の
行
動
が
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

11・７中央行動11・７中央行動
 全国から全国から15001500人参加人参加

予告編動画
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